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林
一
市
署
名
運
動
の
誕
生
己
(
凱
風
社
)
は
こ
れ
ら
も
詳
し
く
記
述
し
た
優
れ
た
労
作
だ
っ

た 

反
原
水
爆
林
一
応
止
の
民
衆
運
動
が
全
日
間
各
地
で
拡
大
し
、
朝
一
五
五
平
に

原
水
爆
禁
汁
附
界
大
会
も
開
催
さ
れ
る
そ
の
年
一
二

1
山
歳
だ
っ
た
紅
は
、

以
後
十
年
間
、
毎
年
の
こ
の
大
会
の
事
務
局
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

現
在
の 
3
・
1
、
ー
と
り
わ
け
原
料
芯
問
題
で
は
、
政
府
の
無
能
や
原
子
力
輸

出
推
進
政
策
、
め
る
い
は
東
電
の
無
責
任
、
そ
し
て
原
千
力
被
害
な
ど
は
、

1
1
八
平
前
わ
状
、
批
と
ほ
と
ん
ど
遵
う
こ
と
が
な
い
と
思
え
、
私
に
は
ト
ど
う
し

)
c

て
も
ビ
キ
ニ
被
害
の
思
い
と
重
な
っ
て
く
る
の
だ 
c

「
ラ
ッ
キ
ー
・
ド
ラ
ゴ
ン
」

と
福
島

市
民
運
動
家

吉
川
勇
一

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
と
な
っ
た
。
そ
の
十
目
前
、
一
一
一
月
ん
日
は
、
ビ

c

キ
ニ
記
念
日
だ
っ
た
。
一
九
五
四
年
の
こ
の
日
、
ビ
キ
一
一
諸
島
で
米
水
爆
実

験
が
行
な
わ
れ
、
此
津
港
の
第
ア
凡
福
竜
丸
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
抑
船
と
、

マ
シ
ヤ
ル
諸
民
の
多
数
住
民
が
被
爆
し
た
円
で
あ
る
市

L
J

東
電
第
一
福
島
原
発
の
放
射
能
加
令
の
問
題
は
、
私
に
は
こ
の
ビ
キ
ニ
事

件
と
す
ぐ
に
弔
な
っ
た

ー
時
、
毎
日
、
何
百
、
間
十
万
カ
ウ
ン
ト
と
以
射
能
彫
響
力
内
結
県
が
報

道
さ
れ
、
同
の
日
に
は
親
た
ち
が
必
死
に 

供
に
傘
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
コ

魚
市
場
で
は
膨
大
な
魚
が
毎
日
実
↓
棄
さ
れ
、
寿
司
屋
は
休
業
、
魚
屋
さ
ん
の

L

J

デ
そ
が
行
な
わ
れ
る
。
そ 

て
年
の
秋
に
は
、
第
五
福 
田
丸
の
無
線
長
、
久

保
山
愛
吉
さ
ん
が
成
射
能
で
死
去
す
る
こ
と
に
な
る
。

実
験
を
行
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
責
任
を
と
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
日

l

L
1
l

-

J

h

i

P

H

/コ

本
の
漁
船
は
実
験
~
の
ス
パ
イ
所
動
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
宅
去
さ
え
出

た
(
コ 

ル
米 

院
合
司
原 
寸
力
安
員
長
発
一
一
い
」
一
方
、
日
本
の
政
的
も
実

験
批
判
い
ど
こ
ろ
か
、
安
保
条
約
を
持
つ
日
本
と
し
て
は
、
二
の
実
験
を
支
持

寸
る
と
発
表
し
た
(
岡
崎
臨
肺
門
川
町
務
大
臣 
c
U
R
U
一
出
さ
れ
た
丸
浜
、
打
叩
，
十
寸
原
水

(
『
ベ
ン 

ン

ケ
日
ス
メ
デ
ィ
ア
・
ア 
1
-ケ
イ
ス
ト
』
)

と
こ
ろ
が
だ
。
さ
ら
に
も
う
-
つ
の
皮
肉
が
甫
な
る
こ
と
に
な
っ
た
「

い
数
日
前
の
報
道
は
、
米
同
の
美
術
館
七
館
が
所
蔵
作
品
の
貸
し
出
し
を
福

島
市
に
は
や
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
だ
「
原
充
事
故
に
よ
る
放
射

能
へ
の
不
安
な
と
が
理
山
」
と
い
う
(
『
朝
日
』
一
一
月
-
一
六 

号
)
。
こ
の
報
道

に
は
、
も
う
言
葉
も
出
な
い
よ
う
な
思
い
に
な
っ
た
っ
出
品
が
や
め
ら
れ
る

作
品
の
中
に
は
、
釘
名
な
九
司
五
年
に
市
山
孔
た
パ
リ
で
の
併
比
一
、
も

F

人
っ
て
い
る
こ
心
作
品
、
一
一
、
」
足
立
ザ
ヌ
ワ
川 

ノ
一
一
三
一
明
ナ
ノ
ミ
ヘ
マ
-
一
、 

J

、↑一一一、一一一一一
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二

今
年 
m
u

月
、
私
は
仙
沼
一
員
の
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
で
-
ペ
ン
・

ン
民
一
に
で
か
け
た
(
現
在
は
名
古
尿
で
、
こ
の
あ
と
附
い
と
福
島
内
子
】
疋

ン
に
は
久
保
山

i

l

シ
ャ

有
名
な
絵
だ
か
ら
ご
承
知
の
方
が
多
い
だ
ろ
う
が
、
シ
ャ 

)

O

愛
吉
さ
ん
の
ほ
像
を
は
じ
め
、
多
数
の
頃
水
爆
批
判
の
作
品
が
あ
る
。
ー
だ
際

に
現
物
で
見
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
、
が
、
街
撃
的
な
迫
力
を
も
っ
絵
で
ん
っ

た
ハ
こ
の
絵
に
は
〔
門
口 

ロ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
あ
る
。

n
z
o
g
m
c

も
と
も
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
原
γ
丁
力
物
理
学
者
ラ
ル
フ
・ 

E
・
ラ
ッ
プ
の
訳

た
そ
う
が
」
が
、
「
ト
伯
竜
丸
一
の
凶
訳
で
あ
る
と
凶
時
に
皮
肉
に
も
な
っ
て
い
る
。

福
島
市
の
県
立
美
術
鉱
長
の
酒
井
哲
朗
は
、
こ
う
書
い
て
い
る
。

第
五
福
主
丸
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
ラ
ッ
キ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
」
と
訳

!
l

さ
れ
た
。
福
島
を
貫
訳
す
れ
ば
、
一
一
ブ 

キ
1
ア
イ
ラ
ン
ド
」
で
あ
る

ど
Lhh
リ
も
放
射
能
汚
品
川
ー
と
い
う
ア
ン
ラ
ッ
キ
ー
な
、
也
九
叩
を
共
有
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
《
ラ
ッ
キ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
》
と
い
う
作
品
を
福
島
県
立

美
術
館
が
所
蔵
す
ろ
と
い
っ
不
思
議
ー
な
偶
然
が
重
な
っ
て
い
る

五
八
午
前
の
ビ
キ
ニ
七
件
の
後
の
状
川
と
、
今
回
の
う

y

-
H
の
状
況
が
且

な
る
と
は
い
え
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
は
な
い
。
原
水
爆
禁
止
運
動
で
は
、
最

初
は
核
兵
掃
と
核
実
験
へ
の
批
判
だ
っ
た
が
、
原
発
を
含
む
原
γ
寸
力
の
平
和

利
用
に
つ
い
て
は
、
批
判
上
り
も
ど
ち
ら
か
と
ニ
一
一
回
え
ば
幻
意
的
な
姿
勢
主

も
っ
た
運
動
だ
っ
た
。

今
回
の
運
動
は
、
原
千
力
そ
の
も
の
か
ら
の
脱
刈
の
社
会
へ
の
主
張
ど

K
を
超
え
て
い
る
。

弐
っ
て
お
川
、
リ
て
れ
コ
次
一
計
二
強
く
な
っ

一一¥?』
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町、

一
一
二
二
二
一
一
一
、
一
メ
ー
で
ア
一
石
子
千
人
約
一
戸
一
三
者
コ
ル
フ
・ 

・
一
フ
ッ
ブ
グ
二
一
れ

だ
そ
う
だ
が
、
一
福
竜
丸
」
め
直
訳
で
あ
る
と
同
時
に
皮
内
に
も
な
っ
て
い
る
の

福
島
市
め
県
立
美
術
館
民
の
酒
井
哲
朗
は
、
こ
う
書
い
て
い
る

-

1

第
五
福
竜
丸
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
ラ
山
ソ
キ 

ド
ラ
ゴ
ン
」
と
訳

さ
れ
た
。
福
ι

局
を
英
訳
す
れ
ば
、
一
一
フ 

ノキ 

1
ア
イ
ラ
ン
ド
」 

め
る
し

ど
ら
ら
よ
わ
以
射
能
汚
染
と
い
う
ア
ン
ラ
ヴ
々
ー
た
運
命
を
共
有
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
《
ラ
ッ
キ
ー
ド
ラ
ゴ
ン 

と
い
う
作
品
を
加
島
県
立

美
術
館
が
所
蔵
す
る 

一
い
う
不
思
議
な
偶
然
が
重
な
っ
て
い
る
し

五
八
年
前
山
ビ
キ
ニ
事
件
の
後
の
状
況
と
、
ム
7

閉
の 

3
・
1
の
状
況
が
重

な
る
と
は
い
え
、
主
っ
た
く
同
じ
で
は
な
い
じ
原
水
爆
禁
止
運
動
で
日
、
最

初
は
核
兵
器
と
材
中
犬
般
へ
の
批
判
だ
っ
た
が
、
同
州
売
を
〈
パ
む
原
子
力
の
平
和

島
市
に
は
や
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
だ
。
一
凶
臥
山
発
占
事 
故
に
ト
と
九
る
仙
欣
札
射

利
別
に
つ
い
て
は
、
批
判
よ
り
も
ど
ち
人
一
か
と
一
マ
一
口
え
ば
好
意
的
な
姿
勢
を

も
っ
た
運
動
だ
っ
た

今
回
の
運
動
は
、
原
子
力
そ
の
も
の
か
尽
の
脱
却
の
社
会
へ
の
主
張
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
次
第
に
強
く
な
っ
て
、
世
論
の
半
数
を
超
え
て
い
る 

υ

こ
れ
が 

本
と
い
う
国
の
あ
り
与
を
恨
本
か
ら
変
え
て
ゆ
く
よ
う
な
姿
勢
に

な
っ
て
ゆ
く 

う
に
私
は
期
待
し
て
い
る
。

九
八
九
年
に
改
小
問
実
さ
ん
、
り
と
始
め
た
市
民
運
動
「
市
民
の
意
見
知

の
会
」
悶
、
出
発
に
際
し
日
本
を
変
え
る
一
一 

の
出
↓
一
一
一
口
を
発
表
し
た
、
が
、
そ

の
第
一
一
岐
に
、
「
白
然
破
壊
は
も
う
た
く
さ
ん
の
こ
の
社
会
を
『
核
』
の
な

い
性
会
に
し
よ
う
そ
の
た
め
わ
手
だ
て
を
つ
く
モ
う
核
兵
掠
も
原
資
も
、

核
燃
糾
再
処
用
工
場
も
い
ら
な
い
;
目
」
と
あ
っ
た
。
同
時
に
、
「
憲
法
第

f

ん
条
の
実
現
を
め
ざ
せ
。
ま
刊
す
い
米
安
川
同
条
約
を
や
め
、
米
軍
基
地
を
撤
去

し
、
軍
事
予
算
を
削
減
し
、
自
衛
隊
を
な
く
せ
」
と
い
〉
主
張
も
あ
っ
た
(
第

二
六
巧 
)
0

原
洛
問
題
と
安
保
条
約
し
ど
の
関
連
も
非
常
に
基
本
的
な
こ
と
な

の
だ
が
、
枚
数
を
超
え
た
。
こ
の
点
で
は
、
最
近
出
た
武
藤
一
羊
の
『
潜
在

的
骸
保
有
し
」
戦
後
岡
山
本
』
(
社
会
評
論
社
)
の
主
張
に
強
く
賛
同
し
た
い
ど

地
震
の
被
害
、
津
波
の
惨
事
に
開
通
し
た
大
問
題
も
た
く
さ
ん
あ
ろ
の
は

も
ち
ろ
ん
に
が
、
本
一
悩
は
原
発
事
故
の
み
に
限
っ
た
。
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テ
モ
が
十
十
九
法
、
わ
に
か
る
一

そ
し
て
年
の
釈
に
ば
、
日
明
止
福
竜
丸
小
無
涼
長
、

保
山
愛
七
日
さ
ん
が
政
射
能
で
死
去
す
る
こ
ど
に
な
る

3

実
験
を
行
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
責
任
を
と
ら
な
い
い
と
ふ
ろ
)
川
、

本
の
漁
船
ば
五
験
へ
の
ス
パ
イ
活
動
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
発
表
さ
え
出

た
(
コ 

ル
米
上
下
院
合
同
原
子
力
委
員
長
楚
二
一
口
)
。 

方、

日
本 

ω

験
批
判
日
ど
こ
ろ
か
、

安
保
条
約
を
持
つ
い
本
と
し
て
は
、

ず
る
し
ど
だ
表
し
た
(
附
崎
勝
男
外
務
大
臣 

ぷ

l

A

政
府
も
実

こ
の
実
験
を
支
持

け
収
近
出
さ
れ
た
丸
浜
江
里
子
『
昧 

c

t

一
]
ベ
ン
・
シ
ャ
ン

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
』
)

と
と
人
が
い
た
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
皮
肉
が
重
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ

出
し
を
福

L

い
数
日 
r

削
の
報
道
は
、
米
国
的
美
術
館
七
館
が
所
蔵
作
品
の
貸

均

化
能
恥
へ
の
不
安 
h
1
卜

y

に
は
、
も
う
言
葉
も
出
な
い
よ
う
な
思
い
に
な
っ
た
。
出
品
、
か
や
め
ら
れ
る

作
品
の
中
に
は
、
有
名
な
一
九
四
五
年
に
描
か
札
た
パ
り
で
の
一
解
放
」
も

入
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
社
、
解
放
後
の
。
ハ
リ
の
瓦
映
の
な
か
で
三
人
の
子

供
が
ブ
ラ
ン
コ
で
遊
ぶ
光
景
だ
が
、
こ
れ
も
福
島
と
の
重
な
り
が
あ
る
の
だ
り

こ
の
展
示
会
わ
公
式
カ
タ
ロ
グ
だ
勺
た
先
山
本
に
は
、
「
瓦
礁
の
中
に
住
ん

で
い
る
ぼ
く
た
ち
に
、
こ
の
地
球
仰
向
こ
う
が
わ
の
風
棄
を
送
れ
り
つ
け
て
斗

J
A
L

土
共
感
が
、
い
ま
も
鮮
や
か
に
残
っ
て
い
ろ
」
と
い
う
野
見
山
い
暁
二
の
言
以
来

を
引
刊
し
た
上
で
、
こ
う
あ
っ
た
。

ー
!
こ
の
感
覚
は
、
奇
し
く
も
東
日
本
大
震
災
内
余
波
山
中
に
あ
る
現

H

U

んはの 

本
に
も
共
有
さ
れ
る
。
「
こ
の
光
奈
は
い
ま
の
被
災
地
そ
の 

の

で
す
。
ど
ん
た
こ
ト
ど
が
あ
っ
て
も
日
常
は
あ
る
。
『 

常
」
の
強
さ
を
感

l

じ
る
の
で
す
一 
1
ど
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
福
島
の
友
人
の

言
葉
、
が
胸
に
響
く
。

L

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
ア 

一
ナ
イ
ス
ト
』
)

こ
の
絵
も
、
福
島
の
展
示
会
で
は
川
品
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
象
徴

(
『
ベ
ン
・
ン
乍 

1
ン

的
と
も
い
え
る
出
来
事
だ
と
し
て
也
、
出
来
過
ぎ
な
ほ
日
ど
ひ
ど
い
記
で
は
な

、νふ
μ
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